




































































　表１のように、2013 年８月７日現在で、41 道府県 84 市町村 104 地区が指定されている。
104 地区を種別の筆頭によって分けると、多い順に、商家町 21、山村集落・農村集落・島の農
村集落 16、港町・漁村・船主集落 15、武家町 12、宿場町８、寺町・寺内町・里坊群・門前町・
社家町８、在郷町６、城下町４、茶屋町３、その他となる。選定時期では最近 10 年間（2004


























番号 都道府県 地区名称等 種別 選定年月日 選定基準 面積（ha）
1 北海道 函館市元町末広町 港町 平 1.  4. 21 （三） 14.5
2 青　森 弘前市仲町 武家町 昭 53.  5. 31 （二） 10.6
3 青　森 黒石市中町 商家町 平 17.  7. 22 （一） 3.1
4 岩　手 金ケ崎町城内諏訪小路 武家町 平 13.  6. 15 （二） 34.8
5 秋　田 仙北市角館 武家町 昭 51.  9.  4 （二） 6.9
6 福　島 下郷町大内宿 宿場町 昭 56.  4. 18 （三） 11.3
7 福　島 南会津町前沢 山村集落 平 23.  6. 20 （三） 13.3
8 茨　城 桜川市真壁 在郷町 平 22.  6. 29 （二） 17.6
9 栃　木 栃木市嘉右衛門町 在郷町 平 24.  7.  9 （二） 9.6
10 群　馬 桐生市桐生新町 製織町 平 24.  7.  9 （二） 13.4
11 群　馬 中之条町六合赤岩 山村・養蚕集落 平 18.  7.  5 （三） 63.0
12 埼　玉 川越市川越 商家町 平 11. 12.  1 （一） 7.8
13 千　葉 香取市佐原 商家町 平 8. 12. 10 （三） 7.1
14 新　潟 佐渡市宿根木 港町 平 3.  4. 30 （三） 28.5
15 富　山 高岡市山町筋 商家町 平 12. 12.  4 （一） 5.5
16 富　山 高岡市金屋町 鋳物師町 平 24. 12. 28 （一） 6.4
17 富　山 南砺市相倉 山村集落 平 6. 12. 21 （三） 18.0
18 富　山 南砺市菅沼 山村集落 平 6. 12. 21 （三） 4.4
19 石　川 金沢市東山ひがし 茶屋町 平 13. 11. 14 （一） 1.8
20 石　川 金沢市主計町 茶屋町 平 20.  6.  9 （一） 0.6
21 石　川 金沢市卯辰山麓 寺町 平 23.  11. 29 （二） 22.1
22 石　川 金沢市寺町台 寺町 平 24. 12. 28 （二） 22.0
23 石　川 輪島市黒島地区 船主集落 平 21. 6. 30 （二） 20.5
24 石　川 加賀市加賀橋立 船主集落 平 17.  12.  27 （二） 11.0
25 石　川 加賀市加賀東谷 山村集落 平 23.  11.  29 （三） 151.8
26 石　川 白山市白峰 山村・養蚕集落 平 24.  7.  9 （三） 10.7
27 福　井 小浜市小浜西組 商家町・茶屋町 平 20.  6.  9 （二） 19.1
28 福　井 若狭町熊川宿 宿場町 平 8.  7.  9 （三） 10.8
29 山　梨 早川町赤沢 山村・講中宿 平 5.  7. 14 （三） 25.6
30 長　野 塩尻市奈良井 宿場町 昭 53.  5. 31 （三） 17.6
31 長　野 塩尻市木曾平沢 漆工町 平 18.  7.  5 （二） 12.5
32 長　野 東御市海野宿 宿場・養蚕町 昭 62.  4. 28 （一） 13.2
33 長　野 南木曽町妻籠宿 宿場町 昭 51.  9.  4 （三） 1245.4
34 長　野 白馬村青鬼 山村集落 平 12. 12.  4 （三） 59.7
35 岐　阜 高山市三町 商家町 昭 54.  2.  3 （一） 4.4
36 岐　阜 高山市下二之町大新町 商家町 平 16.  7.  6 （一） 6.6
37 岐　阜 美濃市美濃町 商家町 平 11.  5. 13 （一） 9.3
38 岐　阜 恵那市岩村町本通り 商家町 平 10.  4. 17 （三） 14.6
39 岐　阜 郡上市郡上八幡北町 城下町 平 24. 12. 28 （三） 14.1
40 岐　阜 白川村荻町 山村集落 昭 51.  9.  4 （三） 45.6
41 愛　知 豊田市足助 商家町 平 23.  6. 20 （一） 21.5
42 三　重 亀山市関宿 宿場町 昭 59. 12. 10 （三） 25.0
43 滋　賀 大津市坂本 里坊群・門前町 平 9. 10. 31 （三） 28.7
44 滋　賀 近江八幡市八幡 商家町 平 3.  4. 30 （一） 13.1
45 滋　賀 東近江市五個荘金堂 農村集落 平 10. 12. 25 （三） 32.2
46 京　都 京都市上賀茂 社家町 昭 63. 12. 16 （二） 2.7
47 京　都 京都市産寧坂 門前町 昭 51.  9.  4 （三） 8.2
48 京　都 京都市祇園新橋 茶屋町 昭 51.  9.  4 （一） 1.4
49 京　都 京都市嵯峨鳥居本 門前町 昭 54.  5. 21 （三） 2.6
50 京　都 南丹市美山町北 山村集落 平 5. 12.  8 （三） 127.5
51 京　都 伊根町伊根浦 漁村 平 17.  7. 22 （三） 310.2
52 京　都 与謝野町加悦 製織町 平 17. 12. 27 （二） 12.0
53 大　阪 富田林市富田林 寺内町・在郷町 平 9. 10. 31 （一） 11.2
54 兵　庫 神戸市北野町山本通 港町 昭 55.  4. 10 （一） 9.3
55 兵　庫 豊岡市出石 城下町 平 19. 12.  4 （二） 23.1
56 兵　庫 篠山市篠山 城下町 平 16. 12. 10 （二） 40.2




58 奈　良 橿原市今井町 寺内町・在郷町 平 5. 12.  8 （一） 17.4
59 奈　良 五條市五條新町 商家町 平 22. 12. 24 （一） 7.0
60 奈　良 宇陀市松山 商家町 平 18.  7.  5 （一） 17.0
61 和歌山 湯浅町湯浅 醸造町 平 18. 12. 19 （二） 6.3
62 鳥　取 倉吉市打吹玉川 商家町 平 10. 12. 25 （一） 9.2
63 島　根 大田市大森銀山 鉱山町 昭 62. 12.  5 （三） 162.7
64 島　根 大田市温泉津 港町・温泉町 平 16.  7.  6 （二） 36.6
65 島　根 津和野町津和野 武家町・商家町 平 25.  8.  7 （二） 11.1
66 岡　山 倉敷市倉敷川畔 商家町 昭 54.  5. 21 （一） 15.0
67 岡　山 高梁市吹屋 鉱山町 昭 52.  5. 18 （三） 6.4
68 岡　山 津山市城東 商家町 平 25 . 8 . 7 （一） 8.1
69 広　島 呉市豊町御手洗 港町 平 6.  7.  4 （二） 6.9
70 広　島 竹原市竹原地区 製塩町 昭 57. 12. 16 （一） 5.0
71 山　口 萩市堀内地区 武家町 昭 51.  9.  4 （二） 55.0
72 山　口 萩市平安古地区 武家町 昭 51.  9.  4 （二） 4.0
73 山　口 萩市浜崎 港町 平 13. 11. 14 （二） 10.3
74 山　口 萩市佐々並市 宿場町 平 23.  6. 20 （二） 20.8
75 山　口 柳井市古市金屋 商家町 昭 59. 12. 10 （一） 1.7
76 徳　島 美馬市脇町南町 商家町 昭 63. 12. 16 （一） 5.3
77 徳　島 三好市東祖谷山村落合 山村集落 平 17. 12. 27 （三） 32.3
78 香　川 丸亀市塩飽本島町笠島 港町 昭 60.  4. 13 （三） 13.1
79 愛　媛 西予市宇和町卯之町 在郷町 平 21. 12.  8 （二） 4.9
80 愛　媛 内子町八日市護国 製蝋町 昭 57.  4. 17 （三） 3.5
81 高　知 室戸市吉良川町 在郷町 平 9. 10. 31 （一） 18.3
82 高　知 安芸市土居廓中 武家町 平 24.  7.  9 （二） 9.2
83 福　岡 八女市八女福島 商家町 平 14.  5. 23 （二） 19.8
84 福　岡 八女市黒木 在郷町 平 21.  6. 30 （三） 18.4
85 福　岡 うきは市筑後吉井 在郷町 平 8. 12. 10 （三） 20.7
86 福　岡 うきは市新川田篭 山村集落 平 24.  7.  9 （三） 71.2
87 福　岡 朝倉市秋月 城下町 平 10.  4. 17 （二） 58.6
88 佐　賀 鹿島市浜庄津町浜金屋町 港町・在郷町 平 18.  7.  5 （二） 2.0
89 佐　賀 鹿島市浜中町八本木宿 醸造町 平 18.  7.  5 （一） 6.7
90 佐　賀 嬉野市塩田津 商家町 平 17. 12. 27 （二） 12.8
91 佐　賀 有田町有田内山 製磁町 平 3.  4. 30 （三） 15.9
92 長　崎 長崎市東山手 港町 平 3.  4. 30 （二） 7.5
93 長　崎 長崎市南山手 港町 平 3.  4. 30 （二） 17.0
94 長　崎 平戸市大島村神浦 港町 平 20.  6.  9 （二） 21.2
95 長　崎 雲仙市神代小路 武家町 平 17.  7. 22 （二） 9.8
96 大　分 日田市豆田町 商家町 平 16. 12. 10 （二） 10.7
97 宮　崎 日南市飫肥 武家町 昭 52.  5. 18 （二） 19.8
98 宮　崎 日向市美々津 港町 昭 61. 12.  8 （二） 7.2
99 宮　崎 椎葉村十根川 山村集落 平 10. 12. 25 （三） 39.9
100 鹿児島 出水市出水麓 武家町 平 7. 12. 26 （二） 43.8
101 鹿児島 薩摩川内市入来麓 武家町 平 15. 12. 25 （二） 19.2
102 鹿児島 南九州市知覧 武家町 昭 56. 11. 30 （二） 18.6
103 沖　縄 渡名喜村渡名喜島 島の農村集落 平 12.  5. 25 （三） 21.4
104 沖　縄 竹富町竹富島 島の農村集落 昭 62.  4. 28 （三） 38.3









算額で 10 億２百万円である。その内訳は、①調査 1,700 万円、②保存修理 8億 6,700 万円、③
































































































































費用を C を導入して、ここでの議論を定式化する。既存の歴史的建造物の t 期の純収益を f（t）、
再開発後の不動産の純収益を h（t,D）とする。D は再開発の時期である。既存の歴史的建造物
の私的価値 PPV は、再開発のない ∫t
∞f（u）e-rudu である。時点 D で再開発が起こる場合、この
土地の時点 t での価値 V（t,D）は、r を安全資産の割引率とすると、
　　　V（t, D）＝ ∫t
Df（u）e-rudu ＋ e-r（D- t）∫D
∞h（u, D）e-r（u-D）du − e-r（D- t）C （1）
である。再開発時点での更地価値 APV を H（D）＝ ∫D
∞h（u, D）e-r（u-D）du − C とし、２階の条件が
満たされているとすると、私的に最適な再開発の時期は次の１階の条件が満たされる時点 D1
のときである。









D［ f（u）＋ g（u）］e-rudu ＋ e-r（D- t）∫D
∞h（u, D）e-r（u-D）du − e-r（D- t）C （3）
となる。社会的に最適な再開発の時期は、
　　　H'（D）/ H（D）＝ r −［ f（D）/ H（D）＋ g（D）/ H（D）］ （4）



























































































　『平成 22年国勢調査』によると、人口は旧近江八幡市 69,316 人、旧安土町 12,422 人、合計
81,738 人であり、経年的には漸増である。常住地産業別就業者数は、同調査で第１次産業 1,535









間 200 万人台から 2007 年の 372 万人まで増加し、その後は減少しているが 300 万人台を維持
している。合併前の状況で見ると、旧安土町の観光客数は 60 万人前後で安定的に推移してい
るのに対して、旧近江八幡市は観光客数の増減が大きく、この変化が前述の合併後の近江八幡









　図９は、施設別の観光入り込み客数の推移を描いたものである。図８の 2007 年（平成 19 年）
までの近江八幡市全体の観光客数の増加は、寺社仏閣、八幡堀界隈、宿泊施設に負うところが





設での宿泊客は毎年 10 数万人で推移しているが、日帰り客が 2005 年の 73.6 万人から 2010 年






























































































































調査年 住宅総数 空き家総数 空き家率 空き家率
1998 年 22,030 1,990 9.0% 11.5%
2003 年 24,970 2,850 11.4% 12.2%
2008 年 26,870 2,920 10.9% 13.1%
49
26　『日経流通新聞』2009 年 12 月７日付より。
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